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倉
持
俊
一
先
生
は
、
東
京
教
育
大
学
文
学
部
の
移
転
に
際
し
、
筑
波
大
学
を
批
判
、
忌
避
し
て
、
昭
和
五
一
年
四
月
、
本
学
史
学
科
の
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
専
門
は
ロ
シ
ア
近
代
史
・
西
洋
近
代
史
、
以
来
、
二
二
年
間
に
わ
た
っ
て
史
学
科
の
西
洋
史
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
学
内
に
あ
っ
て
は
昭
和
五
九
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
文
学
部
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
同
九
年
三
月
ま
で
は
大
学
院
委
員
会
議
長
（
学
部
長
職
）
の
重
責
を
担
わ
れ
て
い
ま
す
。
史
学
科
に
あ
っ
て
は
、
学
部
・
大
学
院
の
講
義
・
演
習
に
力
を
注
が
れ
る
一
方
、
学
生
達
と
気
軽
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
平
成
八
年
六
月
か
ら
一
年
間
、
法
政
大
学
史
学
会
の
会
長
と
し
て
史
学
科
・
史
学
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
年
三
月
一
一
一
一
日
を
も
っ
て
定
年
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
な
お
、
お
元
気
で
研
究
を
進
め
て
ま
い
ら
れ
ま
す
。
次
に
先
生
の
御
経
歴
・
御
業
績
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
お
人
柄
の
一
端
を
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
恩
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
倉
持
俊
一
先
生
を
送
る
倉
持
俊
一
先
生
を
送
る
【学歴】
’
九
二
七
年
六
月
一
五
日
東
京
都
に
生
ま
れ
る
一
九
三
四
年
四
月
東
京
市
誠
之
尋
常
小
学
校
入
学
一
九
四
○
年
三
月
卒
業
一
九
四
○
年
四
月
東
京
府
立
第
五
中
学
校
（
旧
制
）
入
学
一
九
四
五
年
三
月
同
卒
業
一
九
四
五
年
二
月
都
立
高
等
学
校
文
科
（
旧
制
）
編
入
学
一
九
四
八
年
三
月
同
卒
業
一
九
四
八
年
四
月
東
京
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
科
（
旧
制
）
入
学
一
九
五
一
年
三
月
同
卒
業
一
九
五
一
年
四
月
東
京
大
学
文
学
部
大
学
院
（
旧
制
）
入
学
一
九
五
六
年
三
月
同
修
了
【職歴】
一
九
五
一
年
四
月
一
日
都
立
小
石
川
高
等
学
校
教
諭
（
定
時
制
課
程
）
一
九
六
○
年
一
月
一
日
信
州
大
学
文
理
学
部
専
任
講
師七
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一
九
六
一
一
年
二
月
一
日
同
助
教
授
一
九
六
六
年
四
月
一
日
学
部
改
組
に
よ
り
信
州
大
学
人
文
学
部
助
教
授
一
九
七
○
年
四
月
一
日
東
京
教
育
大
学
文
学
部
助
教
授
一
九
七
六
年
四
月
一
日
法
政
大
学
文
学
部
教
授
一
九
八
四
年
四
月
一
日
法
政
大
学
文
学
部
長
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
一
九
九
五
年
四
月
一
日
法
政
大
学
大
学
院
委
員
会
議
長
一
九
九
七
年
三
月
ま
で
非
常
勤
講
師
こ
の
間
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
・
桐
朋
学
園
大
学
・
上
智
大
学
・
東
京
大
学
・
東
京
都
立
大
学
で
講
師
を
つ
と
め
、
ま
た
静
岡
大
学
・
信
州
大
学
・
九
州
大
学
・
茨
城
大
学
で
集
中
講
義
を
行
っ
た
。
【学会活動】
専
攻
分
野
西
洋
近
代
史
・
ロ
シ
ア
近
代
史
歴
史
学
研
究
会
・
歴
史
学
会
・
史
学
会
・
日
本
西
洋
史
学
会
・
ロ
シ
ア
史
研
究
会
な
ど
の
会
員
一
九
七
三
年
一
○
年
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
組
織
委
員
会
事
務
局
長
一
九
九
○
年
一
○
年
同
委
員
長
【編著書】
著
書
『
レ
ー
ー
ー
ン
』
人
類
の
知
的
遺
産
閃
（
講
談
社
）
一
九
八
○
著
書
（
編
）
『
ロ
シ
ア
・
ソ
連
』
有
斐
閣
新
書
（
有
斐
閣
）
’
九
八
○
共
訳
監
修
『
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
Ｉ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
』
世
界
の
歴
史
教
科
書
シ
リ
ー
ズ
（
帝
国
書
院
）
’
九
八
一
著
書
（
編
）
『
等
身
大
の
ソ
連
』
（
有
斐
閣
）
一
九
八
三
共
編
『
世
界
歴
史
大
系
・
ロ
シ
ア
史
２
旧
～
田
世
紀
』
（
山
川
出
版
社
）
’
九
九
四
法
政
史
学
第
五
十
号
共
編
『
世
界
歴
史
大
系
・
ロ
シ
ア
史
１
９
～
Ⅳ
世
紀
』
（
山
川
出
版
社
）
’
九
九
五
著
書
『
ソ
連
現
代
史
Ｉ
（
増
補
第
三
版
）
』
（
山
川
出
版
社
）
’
九
九
六
共
編
『
世
界
歴
史
大
系
・
ロ
シ
ア
史
３
別
世
紀
』
（
山
川
出
版
社
）
一
九
九
七
翻
訳
Ｔ
・
Ｈ
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ラ
エ
『
ロ
シ
ア
革
命
論
』
（
紀
伊
国
屋
書
店
）
’
九
六
九
【共著・共訳】
上
原
専
禄
・
江
口
朴
郎
他
編
『
世
界
史
講
座
Ｖ
帝
国
主
義
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
’
九
五
四
岩
間
徹
編
『
ロ
シ
ア
史
』
（
山
川
出
版
社
）
’
九
五
五
村
瀬
興
雄
編
『
世
界
史
大
系
旧
巻
帝
国
主
義
と
第
一
次
世
界
大
戦
』
（
誠
文
堂
新
光
社
）
一
九
五
八
江
口
朴
郎
編
『
世
界
史
大
系
旧
巻
ロ
シ
ア
革
命
と
ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制
』
（
誠
文
堂
新
光
社
）
一
九
五
九
岩
間
徹
編
『
世
界
文
化
史
大
系
⑫
巻
東
欧
ロ
シ
ア
』
（
角
川
書
店
）
’
九
五
九
ソ
ビ
エ
ト
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
『
世
界
史
』
近
代
ｌ
、
近
代
２
（
東
京
図
書
）
’九六○
林
健
太
郎
編
『
世
界
の
戦
史
９
巻
第
一
次
世
界
大
戦
』
（
人
物
往
来
社
）
一九六七
江
口
朴
郎
編
『
日
本
と
世
界
の
歴
史
別
巻
別
世
紀
（
１
）
』
（
学
習
研
究
社
）
’
九
七
一
木
村
尚
三
郎
編
『
概
説
西
洋
史
』
（
有
斐
閣
）
’
九
七
七
八
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岩
間
徹
編
『
ロ
シ
ア
史
（
新
版
）
』
（
山
川
出
版
社
）
一
九
七
九
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ー
『
図
説
ソ
連
の
歴
史
』
加
藤
一
郎
と
共
訳
（
山
川
出
版
社
）
一
九
八
二
今井宏編『人物西洋史２（西洋）出～卯世紀』（山川出版社）’
九
九
五
【論文】
ストルィピン改革に関する一考察（『歴史学研究』’六○号）’
九
五
二
近代ツァーリズムの理解によせてｓ歴史学研究・別冊特集』二
九六一
「近代化理論」について（『ロシア史研究』九号）一九六三
口
シ
ァ
近
代
史
に
お
け
る
「
近
代
化
論
」
的
視
角
に
つ
い
て
（
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
一
二
号
）
’
九
六
五
ロシア革命の「必然性」について（『ロシア史研究一一一一号）’九
六
五
近代ロシアの工業化についての一考察（『歴史教育』’五巻一二
号
）
’
九
六
七
ロシア革命の原因論をめぐってｌ西側における一傾向についてＩ
（江口朴郎編『ロシア革命の研究』中央公論社）’九六八
一九世紀前半のロシア（岩波講座『世界歴史』四巻）’九七一
パイプスの若きレーニン諭（『ロシア史研究』四号）’九七ニ
レーニン、生涯と著作（『歴史学研究』三九一号）一九七ニ
ロシァ十月革命の叙述について（『歴史と人物』中央公論社）一
九
七
四倉持
俊
一
先
生
を
送
る
九
最終講義風景
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ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
と
国
家
の
役
割
（
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
二
五
号
）
’
九
七
六
ロシアの農民共同体について（『史潮』新二号弘文堂）’九七
七日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
革
命
観
（
『
思
想
』
六
四
二
号
岩
波
書
店
）
’
九
七
七ロシア革命の認識とその評価（講座『歴史教育』三巻弘文堂）
’九八ニ
ソ
連
の
「
ソ
連
邦
史
」
教
科
書
に
お
け
る
記
述
の
問
題
点
白
史
潮
』
新
二
七
号
）
’
九
九
○
ロ
シ
ア
革
命
試
論
（
『
ピ
ュ
レ
テ
ィ
ン
』
二
○
号
ソ
ビ
エ
ト
研
究
所
）
一
九
九
二
＊
学
会
活
動
・
学
界
動
向
紹
介
・
書
評
・
評
論
な
ど
省
略
倉
持
俊
一
教
授
の
最
終
講
義
本学文学部史学科教授倉持俊一先生は、平成一○年三月一一一一日
を
も
っ
て
定
年
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
生の学恩にむくいるため、平成九年一二月一三日（土）、法政大
学文学部史学科と同史学会の共催で、記念講演と退職記念のパー
テ
ィ
ー
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
講演は、午後四時一一一○分から六二年館一一五二番教室で開始され
た。学科主任の後藤篤子助教授の司会で進められ、まず、文学部
長で法政大学史学会会長の伊藤玄三教授の開会の辞、次いで先生
の
「
ロ
シ
ア
史
上
の
モ
ン
ゴ
ル
」
と
題
す
る
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
法
政
史
学
第
五
十
号
講演は、巻頭の講演の内容を要約した文章に示されるように、
ロシア史を中心としながらも、それのみではない該博な学殖と知
見を披瀝されるものであった。かって先生の薫陶をうけ、各地か
○
講義中の倉持先生
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最
後
に
、
先
生
か
ら
謝
辞
に
代
え
た
「
雪
山
讃
歌
」
の
返
礼
が
あ
っ
た
。
参
加
者
一
同
し
ば
し
の
間
、
先
生
の
旧
制
高
校
時
代
の
ロ
マ
ン
と
情
熱
を
感
じ
さ
せ
る
独
唱
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
こ
の
余
韻
さ
め
や
ら
ぬ
ま
ま
閉
会
の
運
び
と
な
っ
た
。
出
席
者
は
約
二
○
○
名
を
数
え
た
。
ま
ず
、
本
学
加
来
彰
俊
名
誉
教
授
か
ら
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
再
出
発
を
祝
う
詞
が
述
べ
ら
れ
、
濱
田
義
文
名
誉
教
授
の
乾
杯
の
音
頭
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
加
藤
一
郎
文
京
大
学
教
授
、
お
よ
び
、
先
生
の
講
筵
に
連
な
っ
た
山
田
朋
子
（
本
学
兼
任
講
師
）
さ
ん
か
ら
も
昔
の
想
い
出
や
御
祝
い
の
詞
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
先
生
の
お
人
柄
が
随
所
に
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
講
義
を
終
え
て
、
現
役
の
西
洋
史
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
代
表
し
て
三
年
生
の
小
川
り
さ
子
さ
ん
か
ら
花
束
贈
呈
が
お
こ
な
わ
れ
、
熱
気
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
山
名
弘
史
教
授
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
締
め
く
く
っ
た
。
次
い
で
午
後
六
時
か
ら
家
の
光
会
館
七
階
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
た
。
先
生
と
共
に
定
年
退
任
さ
れ
る
安
岡
昭
男
教
授
と
合
同
で
「
安
岡
昭
男
・
倉
持
俊
一
先
生
を
囲
む
会
」
と
銘
打
っ
た
退
職
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
中
野
栄
夫
教
授
の
司
会
で
進
め
ら
れ
江
さ
ん
に
よ
る
花
束
贈
呈
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
参
加
者
の
久
方
ぶ
り
の
出
会
い
を
さ
そ
う
場
と
も
な
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
。
閉
会
に
近
く
な
る
と
ま
ず、後
藤
篤
子
助
教
授
か
ら
の
記
念
品
（
旅
行
券
）
贈
呈
、
次
に
、
北澤富
た。 た
○
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
元
学
生
は
、
久
方
澪
い
感
銘
を
う
け
た
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
倉
持
俊
一
先
生
を
送
る
久
方
ぶ
り
に
受
け
る
先
生
の
講
義
に
、
深
－
－
－
一
一
￣
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’九九七年一二月一一一一日、法政大学六一一年館で倉持先生の最終
講
義
を
聴
講
し
、
家
の
光
会
館
で
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
し
た
私
は
、
や
は
り
淋
し
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。
私
は
す
で
に
二
年
前
に
定
年
を
迎
え
専
任
教
員
を
退
い
た
の
で
あ
る
が
、
専
任
を
退
く
と
い
う
こ
と
は
一
つ
の
区
切
り
で
別
れ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
倉
持
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
確
か
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
二
月
八
日
に
竹
内
先
生
の
退
職
に
当
っ
て
の
記
念
講
演
と
懇
親
会
が
、
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館
で
行
わ
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
当
時
、
東
京
教
育
大
学
の
教
員
で
あ
っ
た
倉
持
さ
ん
は
筑
波
移
転
と
は
別
に
東
京
に
止
ま
る
こ
と
に
な
り
、
竹
内
先
生
の
後
任
と
し
て
法
政
大
学
文
学
部
へ
の
転
任
が
決
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
会
場
で
ご
く
短
い
挨
拶
を
さ
れ
た
が
、
正
直
に
い
っ
て
聾
の
大
き
い
、
明
る
い
感
じ
の
倉
持
さ
ん
に
好
印
象
を
も
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
法
政
史
学
第
五
十
号
倉
持
先
生
と
の
二
○
年
間
倉
持
先
生
を
送
る
言
葉
村
上
直
当
時
、
法
政
大
学
は
学
園
紛
争
が
続
い
て
お
り
、
必
ず
し
も
学
園
と
し
て
の
環
境
は
よ
く
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、
史
学
科
は
専
任
の
教
員
も
少
な
く
、
こ
れ
か
ら
豊
田
武
先
生
を
中
心
に
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
っ
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
四
月
一
日
か
ら
正
式
に
史
学
科
の
専
任
教
員
に
な
ら
れ
た
倉
持
さ
ん
と
は
、
私
が
定
年
退
職
す
る
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
二
○
年
間
に
わ
た
っ
て
同
僚
の
教
員
と
し
て
、
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
な
言
い
方
か
も
知
れ
な
い
が
苦
楽
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
倉
持
さ
ん
は
西
洋
史
の
教
員
で
あ
り
、
専
門
は
ロ
シ
ア
史
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
に
つ
い
て
、
一
緒
に
学
問
的
な
こ
と
を
話
し
合
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
「
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
の
こ
と
や
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
通
し
て
歴
史
学
界
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
興
味
深
く
お
聴
き
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
史
学
科
教
員
と
し
て
一
緒
に
過
ご
し
た
二
○
年
間
の
思
い
出
は
多
く
あ
る
が
、
特
に
大
学
が
総
長
交
代
の
あ
と
を
う
け
て
揺
れ
動
い
て
い
た
と
き
、
共
に
大
学
の
評
議
員
と
し
て
委
員
会
に
出
席
し
て
お
り
、
お
互
い
に
危
機
感
の
－
－
＝￣
－■■■■■■■
￣
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よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
話
し
合
っ
た
こ
と
な
ど
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
倉
持
さ
ん
は
一
見
す
る
と
豪
放
嘉
落
の
よ
う
な
性
格
に
み
え
る
が
、
実
は
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
相
手
の
気
持
を
よ
く
汲
み
と
っ
て
発
言
す
る
の
で
、
一
種
の
安
心
感
や
信
頼
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
教
授
会
や
そ
の
他
で
御
自
分
の
主
張
と
は
別
に
調
停
役
を
引
き
受
け
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
辞
退
す
る
の
に
仕
方
な
く
引
っ
ぱ
り
出
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
信
頼
さ
れ
る
人
柄
か
ら
学
部
長
や
大
学
院
委
員
会
議
長
に
も
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
私
は
倉
持
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
学
界
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
洋
史
だ
け
で
は
な
く
日
本
史
関
係
の
教
員
か
ら
も
好
感
を
も
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
お
蔭
で
法
政
大
学
史
学
会
の
総
会
や
大
会
の
記
念
講
演
者
に
倉
持
さ
ん
を
通
し
て
著
名
な
方
々
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
き
た
。
こ
れ
も
倉
持
さ
ん
が
広
く
学
界
で
活
躍
さ
れ
、
知
人
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
大
学
に
は
史
学
会
と
は
別
に
学
生
学
会
と
い
う
の
が
あ
る
。
か
つ
て
は
史
学
会
の
メ
ン
バ
ー
と
は
し
っ
く
り
い
か
な
い
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
倉
持
さ
ん
の
努
力
で
こ
の
学
会
は
立
派
な
自
主
的
な
研
究
会
と
し
て
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
倉
持
さ
ん
へ
の
信
頼
感
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
目
に
は
見
え
な
い
大
き
な
足
跡
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
倉
持
さ
ん
に
は
意
外
な
側
面
が
あ
る
。
大
学
で
は
第
一
部
体
育
会
の
ヨ
ッ
ト
部
の
部
長
を
務
め
て
い
た
が
、
よ
く
海
で
の
練
習
の
場
な
ど
に
も
出
か
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
話
を
と
き
ど
き
伺
っ
た
が
、
何
故
か
楽
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
部
長
と
し
て
の
責
任
感
と
は
別
に
、
大
い
に
大
学
の
ス
倉
持
俊
一
先
生
を
送
る
倉
持
先
生
が
法
政
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
の
は
一
九
七
六
年
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
私
よ
り
二
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
生
が
東
京
教
育
大
学
よ
り
移
っ
て
こ
ら
れ
る
事
情
に
つ
い
て
は
『
法
政
史
学
』
第
四
十
号
に
御
自
身
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
私
も
先
生
方
の
会
話
の
中でうかがっていた。
先
生
は
、
以
来
し
ば
ら
く
西
洋
史
の
学
生
を
お
－
人
で
指
導
さ
れ
て
い
た
。
先
生
は
と
て
も
活
発
で
あ
り
、
学
生
と
も
良
く
酒
を
く
み
か
わ
し
て
い
た
。
高
級
ブ
ラ
ン
デ
ィ
な
ど
も
西
洋
史
研
究
室
に
は
極
く
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
考
古
学
研
究
室
の
安
酒
と
は
大
分
違
う
と
思
っ
た
し
、
何
と
は
な
く
あ
れ
が
西
洋
史
な
の
か
と
う
ら
や
ま
し
く
も
思
っ
た
。
酒
の
話
と
い
え
ば
、
倉
持
先
生
に
は
忘
れ
え
ぬ
思
い
出
が
あ
る
。
い
つ
だ
っ
た
か
忘
れ
た
が
、
考
古
学
研
究
室
で
も
酒
宴
、
西
洋
史
研
究
室
で
も
酒
宴
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
我
々
の
と
こ
ろ
を
先
生
が
の
ぞ
き
に
こ
ら
れ
た
。
丁
度
、
ウ
ォ
ッ
カ
が
あ
っ
た
の
で
先
生
に
お
す
す
め
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
イ
ッ
キ
に
二
杯
飲
み
干
さ
れ
た
。
既
に
大
分
飲
ま
れ
て
い
た
様
子
で
は
あ
っ
ポ
ー
ッ
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か。敬
愛
す
る
倉
持
さ
ん
が
専
任
教
員
を
退
か
れ
る
の
は
元
史
学
科
教
員
と
し
て
も
淋
し
い
気
が
す
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
幅
広
い
活
躍
を
な
さ
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。
倉
持
俊
一
先
生
の
こ
と
一
一
一
一
－
－
－
－ 伊
藤
玄
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た
が
、
さ
す
が
は
ウ
ォ
ッ
カ
の
飲
み
方
も
違
う
も
の
と
思
わ
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
後
日
談
が
あ
っ
た
。
あ
の
ウ
ォ
ッ
カ
を
飲
ま
れ
た
後
、
大
変
な
泥
酔
状
態
に
な
ら
れ
、
腰
が
立
た
な
く
な
り
、
遂
に
タ
ク
シ
ー
で
御
帰
宅
さ
れ
た
と
の
こ
と
を
学
生
か
ら
聞
い
た
。
そ
の
後
、
先
生
の
話
で
は
、
「
あ
れ
は
水
で
は
な
か
っ
た
の
か
」
と
の
言
で
あ
っ
た
が
、
水
を
さ
し
あ
げ
る
よ
う
な
場
で
は
な
か
っ
た
。
先
生
は
、
｜
時
期
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
世
話
で
お
忙
し
そ
う
に
し
て
お
ら
れ
た
が
、
あ
の
頃
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
の
お
話
を
さ
れ
て
い
る
の
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
史
研
究
者
と
し
て
の
先
生
か
ら
、
ソ
連
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
変
化
が
う
か
が
え
る
と
は
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
先
生
は
、
時
折
、
研
究
者
は
専
門
業
績
で
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
余
業
は
別
だ
と
の
意
味
の
こ
と
を
い
わ
れ
た
。
一
貫
し
て
ロ
シ
ア
史
を
研
究
し
て
こ
ら
れ
た
先
生
な
ら
で
は
の
お
言
葉
な
の
で
あ
ろ
う
。
先
生
は
、
以
前
に
よ
く
「
皆
さ
ん
が
そ
れ
で
宜
し
け
れ
ば
、
私
は
宜
し
い
で
す
」
と
い
わ
れ
た
。
い
ま
だ
に
あ
の
言
葉
は
耳
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
当
は
異
論
が
あ
る
け
れ
ど
も
…
…
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
ま
た
ま
何
か
の
折
に
似
た
よ
う
な
言
葉
を
耳
に
す
る
時
、
奇
妙
に
倉
持
先
生
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
う
次
第
で
あ
る
。
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
今
か
ら
一
六
年
前
、
’
九
八
二
年
の
前
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
当
時
私
が
助
手
を
し
て
い
た
研
究
室
に
先
生
法
政
史
学
第
五
十
号
倉
持
先
生
を
送
る
山
名
弘
史
が
お
い
で
に
な
っ
て
、
私
は
一
時
間
ほ
ど
外
の
喫
茶
店
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。
私
は
不
明
に
し
て
先
生
が
ロ
シ
ア
近
代
史
の
大
家
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
よ
く
存
じ
上
げ
な
か
っ
た
が
、
先
生
を
人
当
た
り
の
柔
ら
か
い
慎
重
な
方
と
お
見
受
け
し
た
。
翌
年
の
四
月
か
ら
法
政
に
奉
職
し
、
当
時
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
外
国
史
の
教
員
同
士
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
じ
研
究
室
（
今
の
西
洋
史
研
究
室
）
に
同
居
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
初
年
度
は
先
生
が
国
内
研
究
の
年
に
当
た
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
出
校
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
｜
人
で
気
ま
ま
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
翌
年
度
と
そ
の
翌
年
は
一
転
し
て
先
生
が
学
部
長
に
な
ら
れ
、
多
忙
に
な
っ
て
研
究
室
に
あ
ま
り
長
く
お
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
の
で
、
初
年
度
と
は
別
の
事
情
な
が
ら
、
引
き
続
き
研
究
室
を
事
実
上
独
占
し
た
。
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
私
の
倉
持
先
生
に
対
す
る
初
印
象
は
半
分
当
っ
て
い
て
、
半
分
外
れ
て
い
た
（
と
い
う
よ
り
も
見
落
し
て
い
た
）
。
先
生
は
直
言
の
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
学
生
に
対
し
て
も
、
ま
た
、
同
僚
の
教
員
に
対
し
て
も
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
学
界
活
動
に
お
い
て
も
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
直
言
を
さ
れ
る
際
に
相
手
の
立
場
に
対
す
る
思
い
や
り
が
伴
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
だ
の
一
言
居
士
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
よ
い
意
味
で
実
に
都
会
人
的
セ
ン
ス
の
持
ち
主
で
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
生
は
ま
た
剛
毅
果
断
の
人
で
あ
る
。
少
し
見
当
違
い
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
た
。
私
が
法
政
に
着
任
す
る
直
前
に
、
史
学
科
新
旧
教
員
の
歓
送
迎
と
い
う
こ
と
で
旅
行
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
。
あ
る
と
こ
ろ
で
バ
ス
の
乗
り
換
え
の
際
、
｜
人
の
先
生
の
姿
が
見
え
ず
、
も
し
や
こ
れ
ま
で
乗
っ
て
き
た
バ
ス
に
ま
だ
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
そ
の
バ
ス
は
動
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
二
＝
四
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シ
ャ
イ
で
豪
快
倉
持
先
生
ｌ
ｌ
１
倉
持
俊
一
先
生
の
思
い
出
中
野
栄
夫
法
政
大
学
に
着
任
し
て
し
ば
ら
く
の
間
、
私
の
研
究
室
は
旧
大
学
院
棟
に
あ
っ
て
、
倉
持
先
生
と
同
室
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
な
る
べ
く
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
が
、
と
も
か
く
西
陽
の
あ
た
る
暑
い
部
屋
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
大
い
に
安
堵
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
倉
持
俊
一
先
生
が
と
き
と
し
て
大
い
に
脱
線
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
お
酒
が
入
る
と
、
た
い
へ
ん
ご
機
嫌
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、
脱
兎
の
ご
と
く
飛
び
出
し
て
そ
の
先
生
の
所
在
を
確
か
め
に
い
か
れ
た
の
が
倉
持
先
生
で
あ
っ
た
。
お
よ
そ
五
○
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
｜
気
に
駆
け
て
い
か
れ
た
。
実
際
は
不
明
の
先
生
は
別
の
と
こ
ろ
か
ら
現
れ
た
の
で
、
事
な
き
を
得
た
が
、
私
は
当
時
五
十
代
半
ば
の
倉
持
先
生
の
俊
敏
さ
に
目
を
瞳
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
生
は
日
ソ
歴
史
学
者
会
議
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
会
議
の
継
続
的
開
催
に
世
話
役
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
て
き
た
。
ま
だ
日
ソ
間
が
政
治
的
に
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
時
期
か
ら
で
あ
る
。
並
の
力
量
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
そ
の
資
質
の
な
せ
る
わ
ざ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
お
も
え
ば
長
い
よ
う
な
短
い
よ
う
な
お
つ
き
あ
い
で
あ
っ
た
。
ま
だ
引
退
な
ど
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
ほ
ど
心
身
共
に
お
元
気
で
お
ら
れ
る
。
今
後
も
私
ど
も
後
輩
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
も
の
と
信
じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
た
い
。
倉
持
俊
一
先
生
を
送
る
私
が
法
政
大
学
に
来
た
こ
ろ
先
任
者
は
、
東
洋
史
の
故
河
原
正
博
先
生
、
日
本
史
で
は
村
上
直
・
安
岡
昭
男
・
伊
藤
玄
三
先
生
、
そ
れ
と
西
洋
史
の
倉
持
俊
一
先
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
生
真
面
目
な
先
生
方
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
唯
一
、
酒
に
溺れる（酒に身をゆだねる？）先生がおられた。それが倉持先生
で
あ
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
現
れ
た
の
は
史
学
科
研
究
室
が
今
の
第
一
校
舎
に
移
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
倉
持
先
生
も
私
も
木
曜
日
夕
方
に
ゼ
ミ
学
生
と
コ
ン
パ
を
開
く
た
め
、
研
究
室
（
通
称
ゼ
ミ
室
）
の
取
り
合
い
が
始
ま
っ
た
。
何
と
な
く
お
互
い
に
譲
り
合
っ
た
り
し
た
が
、
両
ゼ
ミ
入
り
合
い
で
の
コ
ン
パ
も
何
度
か
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
倉
持
先
生
の
歌
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
最
近
で
は
、
倉
持
先
生
は
大
学
院
議
長
を
二
年
間
お
務
め
に
な
っ
た
が
、
そ
の
二
年
間
、
私
は
日
本
史
学
専
攻
主
任
と
し
て
、
ま
た
最
初
の
一
年
は
「副議長」として、会議に同席させていただいた。その間、大学
で
は
新
学
部
設
置
の
構
想
が
進
ん
で
い
た
の
で
、
大
学
院
の
改
革
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
倉
持
先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
場
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
私
は
た
い
へん残念に思っている。
定
年
後
も
大
学
院
へ
の
ご
出
講
を
お
願
い
し
た
が
、
倉
持
先
生
は
ご
辞
退
さ
れ
た
。
た
だ
、
法
政
大
学
史
学
会
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
も
の
と
、
期
待
し
て
い
る
。
倉
持
俊
一
先
生
、
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
＝
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倉
持
先
生
が
定
年
で
法
政
大
学
を
お
や
め
に
な
る
。
頭
の
片
隅
で
は
承
知
し
て
い
た
こ
と
だ
が
、
い
ざ
現
実
に
そ
の
日
が
目
前
に
迫
っ
て
く
る
と
、
市
ヶ
谷
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
先
生
の
お
姿
が
消
え
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い
が
募
る
ば
か
り
だ
。
私
に
と
っ
て
、
法
政
大
学
に
お
け
る
倉
持
先
生
の
存
在
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
だ
っ
た
。
私
と
倉
持
先
生
と
の
お
つ
き
あ
い
は
学
生
と
教
員
と
い
う
関
係
か
ら
始
ま
っ
た
。
’
九
七
一
年
、
私
が
入
学
し
た
東
京
教
育
大
学
の
史
学
科
西
洋
史
学
専
攻
課
程
に
七
名
い
ら
し
た
教
員
の
お
一
人
が
、
倉
持
先
生
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
｜
年
の
時
は
授
業
は
一
般
教
育
中
心
だ
っ
た
が
、
西
洋
史
恒
例
の
新
歓
コ
ン
パ
・
新
歓
合
宿
で
目
の
当
た
り
に
し
た
先
生
の
飾
ら
な
い
お
人
柄
と
ご
自
慢
の
歌
唱
力
に
魅
せ
ら
れ
、
二
年
に
な
る
と
先
生
の
ロ
シ
ア
史
の
特
講
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
だ
し
、
学
年
末
の
試
験
は
未
受
験
で
単
位
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
が
。
こ
れ
は
何
も
先
生
の
ご
講
義
が
つ
ま
ら
な
か
っ
た
と
か
難
し
す
ぎ
た
と
か
い
う
の
で
は
な
い
。
当
時
の
教
育
大
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
超
豪
華
版
で
、
私
は
生
来
の
好
奇
心
の
強
さ
も
あ
っ
て
特
講
は
あ
れ
も
こ
れ
も
と
受
講
し
て
は
単
位
は
取
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
随
分
や
っ
た
。
単
位
を
取
っ
た
の
は
専
任
で
は
弓
削
達
先
生
の
「
ロ
ー
マ
史
」
、
兼
任
の
先
生
で
は
木
村
尚
―
―
一
郎
「
フ
ラ
ン
ス
法
社
会
史
」
、
柴
田
三
千
雄
「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
史
」
、
板
垣
雄
一
一
一
「
ア
ラ
ブ
現
代
史
」
だ
け
で
、
倉
持
先
生
の
ご
講
義
や
遅
塚
忠
躬
・
太
田
秀
通
両
先
生
の
集
中
講
義
は
、
欠
か
さ
ず
受
講
し
た
も
の
の
単
位
は
取
ら
な
か
っ
た
。
当
時
は
そ
う
と
わ
か
る
力
も
な
法
政
史
学
第
五
十
号
わ
が
師
、
倉
持
俊
一
先
生
を
送
る
後
藤
篤
子
か
つ
た
が
、
学
生
と
し
て
は
賛
沢
三
昧
を
し
て
い
た
わ
け
だ
。
一
一
｜
年
に
な
っ
て
倉
持
先
生
の
演
習
に
出
て
、
こ
ち
ら
は
し
っ
か
り
単
位
も
い
た
だ
い
た
。
教
育
大
の
西
洋
史
は
演
習
と
外
国
書
講
読
（
三
ヵ
国
語
必
修
）
の
必
修
単
位
が
多
く
、
二
年
か
ら
四
年
ま
で
諸
先
生
に
み
っ
ち
り
鍛
え
ていただいた。特に演習三コマに外書講読二コマを履修した一一一年
次
に
は
、
｜
週
間
が
外
国
語
の
予
習
だ
け
で
明
け
暮
れ
た
観
が
あ
る
。
盲
蛇
に
お
じ
ず
と
言
う
か
、
今
か
ら
思
う
と
顔
か
ら
火
が
出
る
思
い
だ
が
、
当
時
は
先
生
に
対
し
て
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
の
が
何
と
も
悔
し
く
て
、
倉
持
先
生
の
演
習
の
予
習
で
も
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
箇
所
を
何
と
か
解
釈
す
べ
く
図
書
館
に
飛
び
込
ん
で
レ
ー
ニ
ン
全
集
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
し
た
。
演
習
や
外
書
講
読
に
は
院
生
や
上
級
生
も
出
て
い
て
、
先
生
と
論
を
戦
わ
す
人
も
い
る
。
倉
持
演
習
は
火
曜
の
夕
方
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
酒
席
に
移
行
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
う
な
る
と
喧
嘩
寸
前
と
い
う
く
ら
い
に
議
論
が
白
熱
化
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
倉
持
先
生
が
ど
ん
な
時
で
も
真
剣
に
真
っ
正
面
か
ら
学
生
と
向
き
合
っ
て
下
さ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
法
政
で
先
生
の
ご
薫
陶
を
受
け
た
学
生
の
皆
さ
ん
も
そ
の
思
い
は
同
じ
だ
ろ
う
。
私
は
ロ
ー
マ
史
を
専
攻
す
る
よ
う
に
な
っ
て
教
育
大
卒
業
後
は
倉
持
先
生
に
お
会
い
す
る
機
会
も
減
っ
て
い
た
が
、
弓
削
先
生
の
ご
紹
介
で
一
九
八
三
年
度
、
倉
持
先
生
の
国
内
研
修
期
間
中
に
法
政
の
西
洋
史
ゼ
ミ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
｜
年
限
り
の
非
常
勤
の
は
ず
だ
っ
た
が
、
先
生
が
国
内
研
修
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
次
年
度
学
部
長
に
選
出
さ
れ
た
結
果
、
引
き
続
き
出
講
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
結
局
一
九
八
九
年
に
専
任
と
な
る
ま
で
ず
っ
と
、
兼
任
と
し
て
三
年
生
の
ゼ
ミ
を
持
た
せ
て
い
た
だ
い
た
。
兼
任
と
し
て
六
年
、
専
任
に
な
っ
て
か
ら
九
年
。
こ
の
間
、
倉
持
先
生
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か
ら
は
学
生
時
代
を
は
る
か
に
上
回
る
ご
指
導
．
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
形
の
上
で
は
「
同
僚
」
に
な
っ
て
も
、
倉
持
先
生
は
私
に
と
っ
て
は
い
つ
ま
で
も
「
師
」
で
あ
る
。
い
つ
の
間
に
か
私
も
年
齢
だ
け
は
教
育
大
時
代
の
倉
持
先
生
に
追
い
つ
い
て
し
ま
っ
た
が
、
教
育
者
・
研
究
者
と
し
て
は
ま
だ
当
時
の
先
生
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
。
少
し
で
も
先
生
に
近
づ
け
る
よ
う
、
地
道
に
努
力
を
重
ね
て
い
く
し
か
な
い
。
倉
持
先
生
、
ど
う
か
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
た
ま
に
は
西
洋
史
研
究
室
に
も
お
顔
を
出
さ
れ
て
、
頼
り
無
い
「
弟
子
」
を
叱
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。
昭
和
五
六
年
四
月
、
法
政
大
学
大
学
院
の
修
士
課
程
に
入
学
し
た
私
は
、
先
生
か
ら
西
洋
史
学
特
殊
研
究
の
講
義
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
科
目
は
大
学
院
で
は
必
修
の
語
学
の
単
位
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
講
義
で
あ
っ
た
。
日
本
史
学
を
専
攻
す
る
大
学
院
生
は
概
し
て
語
学
が
あ
ま
り
得
意
で
な
い
場
合
が
多
い
が
、
私
も
、
ご
多
聞
に
洩
れ
ず
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
先
生
の
講
義
な
ら
ば
な
ん
と
か
な
る
、
と
の
噂
に
胸
を
な
で
お
ろ
し
な
が
ら
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
か
ら
先
生
は
す
で
に
近
代
ロ
シ
ア
史
研
究
の
ト
レ
ー
ガ
ー
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
私
に
と
っ
て
は
あ
る
意
味
で
「
あ
こ
が
れ
の
ま
と
」
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
う
で
あ
る
。
昭
和
四
四
年
（
’
九
六
九
）
の
四
月
か
ら
十
二
月
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
日
米
安
保
条
約
の
自
動
延
長
に
つ
い
て
の
反
対
運
動
、
ま
た
、
沖
縄
の
施
政
倉
持
俊
一
先
生
を
送
る
倉
持
俊
一
先
生
と
大
学
院
時
代
澤
登
寛
聡
権
の
返
還
を
求
め
る
運
動
が
国
民
的
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
学
園
紛
争
も
華
や
か
な
り
し
時
代
で
あ
る
。
当
時
、
高
校
生
で
あ
っ
た
私
も
、
ま
た
、
こ
う
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
、
た
び
た
び
街
頭
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
難
解
な
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
の
著
書
を
読
ん
で
は
わ
け
も
わ
か
ら
ず
感
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
青
春
時
代
の
体
験
は
、
そ
の
後
の
私
の
思
考
様
式
の
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
あ
た
え
た。大
学
院
へ
入
学
し
て
先
生
と
出
会
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
○
年
位
す
ぎ
て
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
近
代
ロ
シ
ア
史
を
専
門
と
さ
れ
る
先
生
か
ら
講
義
を
受
け
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
講
義
は
近
代
ロ
シ
ア
の
発
展
に
関
す
る
英
語
版
の
文
献
を
勉
強
し
た
が
、
あ
る
時
、
私
は
先
生
に
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
の
レ
ー
ニ
ン
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
質
問
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ど
ん
な
質
問
だ
っ
た
の
か
、
今
は
も
う
覚
え
て
い
な
い
が
、
先
生
が
近
代
ロ
シ
ア
史
の
研
究
者
だ
と
い
う
だ
け
で
、
研
究
者
と
い
う
よ
り
も
、
革
命
の
指
導
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
素
朴
な
勘
違
い
と
幻
想
と
憧
れ
か
ら
発
し
た
質
問
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
先
生
は
、
大
変
、
お
困
り
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
歯
を
み
せ
て
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
「
君
ね
－
、
そ
れ
は
ね
－
」
と
例
の
口
調
で
質
問
に
何
か
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
私
が
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
改
め
て
考
え
る
契
機
に
も
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
思
想
や
信
条
を
止
揚
す
べ
き
歴
史
家
の
客
観
的
で
冷
静
な
眼
、
多
く
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
人
類
史
的
な
視
点
か
ら
史
実
（
史
料
）
に
光
を
あ
て
る
歴
史
学
の
役
割
と
魅
力
、
そ
う
し
た
点
が
、
い
ま
考
え
る
私
な
り
の
理
念
型
と
し
て
の
歴
史
学
と
い
う
学
問
だ
と
感
じ
て
い
る
。
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”
み
な
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
研
究
室
の
方
に
お
で
か
け
下
さ
い
。
“
倉
持
先
生
の
お
手
紙
や
お
葉
書
は
、
必
ず
こ
の
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
甘
え
て
私
達
は
ど
れ
程
、
学
生
時
代
（
い
や
今
日
に
至
っ
て
も
尚
）
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
た
か
測
り
知
れ
ま
せ
ん
。
大
学
教
育
の
形
骸
化
が
問
わ
れ
て
い
た
中
、
ま
た
、
当
時
の
若
者
達
に
蔓
延
し
て
い
た
三
無
主
義
（
無
気
力
・
無
感
動
・
無
関
心
）
な
ど
と
い
う
雰
囲
気
の
中
で
、
教
授
と
学
生
の
関
係
と
言
え
ば
、
せ
い
ぜ
い
大
教
室
で
の
講
義
の
彼
此
く
ら
い
に
し
か
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
私
達
が
西
洋
史
ゼ
ミ
に
在
籍
で
き
た
幸
せ
は
、
い
く
ら
紙
幅
が
あ
っ
て
も
到
底
語
り
尽
く
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん。 こ
の
意
味
で
英
語
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
ｌ
学
生
た
ち
へ
の
平
等
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
で
あ
ろ
う
Ａ
を
も
ら
っ
た
の
が
大
変
う
れ
し
か
っ
た
ｌ
が
、
し
か
し
、
先
生
の
講
義
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
研
究
の
途
に
入
ろ
う
と
す
る
私
に
と
っ
て
大
変
、
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
未
熟
な
学
生
の
「
た
わ
ご
と
」
に
も
、
何
か
考
え
る
契
機
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
る
魅
力
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
あ
の
時
の
出
来
事
は
、
私
に
と
っ
て
、
い
ま
は
な
つ
か
し
い
、
青
年
時
代
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
再
出
発
さ
れ
る
先
生
に
、
少
し
寂
し
い
の
で
は
あ
る
が
、
ま
す
ま
す
の
御
健
康
・
御
活
躍
を
祈
っ
て
、
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
おもう。 法政
史
学
第
五
十
号
朝
に
残
雪
輝
く
ア
ル
プ
ス
の
峻
峰
を
望
み
…
…
田
沼
穂
積
世
の
中
の
こ
と
な
ど
未
だ
何
も
分
か
っ
て
は
い
も
し
な
い
の
に
、
し
た
り
顔
に
噴
く
青
二
才
共
に
、
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
気
取
り
の
社
会
批
判
に
も
、
真
剣
に
相
手
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
｜
個
の
人
格
と
し
て
尊
重
し
て
頂
い
て
い
た
こ
と
に
、
今
更
乍
ら
に
感
動
を
覚
え
、
ま
た
、
感
謝
に
堪
え
ま
せん。倉持
先
生
の
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
側
事
務
局
長
と
し
て
の
ご
尽
力
や
、
ロ
シ
ア
史
に
お
け
る
学
術
的
な
功
績
に
つ
い
て
は
、
名
門
ゼ
ミ
の
末
席
を
け
が
す
に
過
ぎ
ぬ
私
ご
と
き
の
任
で
は
到
底
な
い
の
で
、
諸
賢
兄
に
お
任
せ
致
し
ま
す
が
、
私
が
こ
こ
で
何
と
し
て
も
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
倉
持
先
生
ほ
ど
大
学
の
あ
り
方
や
学
生
時
代
の
尊
さ
を
深
く
認
識
さ
れ
、
そ
の
過
ご
し
方
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
は
、
他
に
は
そ
う
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
信
州
大
学
教
官
時
代
に
、
当
時
学
生
だ
っ
た
猪
瀬
直
樹
と
唾
を
か
け
合
っ
た
こ
と
や
、
法
政
で
の
学
部
長
・
大
学
院
議
長
等
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
音
楽
系
学
生
団
体
の
幹
事
を
し
て
い
た
私
の
体
験
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
が
、
総
長
秘
書
や
殊
に
学
生
部
等
大
学
当
局
か
ら
厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
一
方
で
、
か
な
り
鋭
角
的
で
あ
っ
た
史
学
科
学
生
学
会
や
自
治
会
の
連
中
と
も
よ
く
付
き
合
っ
て
あ
げ
て
い
た
こ
と
、
ヨ
ッ
ト
部
に
も
名
前
だ
け
の
部
長
で
な
か
っ
た
こ
と
等
々
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
多
摩
移
転
や
市
ヶ
谷
再
開
発
に
代
表
さ
れ
る
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
あ
の
法
政
で
。
倉
持
先
生
が
東
京
大
学
在
学
中
に
、
専
門
外
で
あ
る
の
に
、
そ
の
名
講
義
に
魅
せ
ら
れ
、
最
も
敬
愛
し
て
い
た
と
い
う
渡
辺
一
夫
先
生
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
、
い
や
、
倉
持
先
生
の
生
来
の
気
質
で
あ
る
と
思
い
八
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尚
、
冒
頭
の
詞
は
、
西
洋
史
ゼ
ミ
の
卒
業
生
に
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
教
授
と
学
生
と
の
距
離
を
縮
め
て
く
れ
た
倉
持
先
生
の
人
間
性
を
肌
で
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
一
幕
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
す
。
ま
す
。
そ
の
面
倒
見
の
良
さ
と
飾
ら
な
い
お
人
柄
、
毎
正
月
に
ご
夫
婦
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
”
寅
さ
ん
〃
の
よ
う
な
情
の
深
さ
、
古
典
落
語
に
聞
き
入
り
旧
制
高
等
学
校
寮
歌
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
卒
業
生
の
結
婚
式
で
は
法
政
の
校
歌
を
歌
っ
て
下
さ
り
、
ゼ
ミ
の
後
や
合
宿
、
卒
業
旅
行
等
々
数
々
の
酒
と
語
ら
い
の
場
で
は
、
自
ら
杯
を
お
待
ち
に
な
り
、
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
に
親
し
く
お
声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
決
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
誰
か
が
持
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
他
人
に
期
待
し
て
い
る
私
達
と
違
い
、
先
生
自
ら
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
に
な
り
、
そ
の
写
真
を
後
日
必
ず
、
心
温
ま
る
お
手
紙
と
共
に
封
書
に
て
お
送
り
下
さ
る
と
い
う
労
を
厭
わ
な
い
、
そ
の
お
人
柄
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
他
大
学
も
羨
む
鐸
々
た
る
教
授
陣
を
誇
る
、
西
洋
史
講
座
の
充
実
振
り
を
実
現
さ
せ
た
の
で
す
。
中
に
は
、
い
わ
ば
手
弁
当
の
よ
う
な
形
で
講
座
を
持
た
れ
て
い
た
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
か
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
倉
持
先
生
の
お
人
柄
の
な
せ
る
業
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
に
恵
ま
れ
て
い
た
学
生
で
あ
っ
た
私
達
は
し
か
し
、
何
の
恩
返
し
も
出
来
ぬ
ま
ま
に
、
と
う
と
う
退
官
の
日
が
訪
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
達
が
信
州
の
い
で
湯
に
で
も
一
席
設
け
て
倉
持
先
生
を
お
迎
え
す
る
番
で
す
。
”・・・…ご夫婦おそろいでお出かけ下さい。〃
倉
持
俊
一
先
生
を
送
る
倉
持
先
生
の
お
名
前
を
耳
に
す
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
入
学
し
て
三
～
四
ヶ
月
後
の
こ
と
で
し
た
。
「
倉
持
先
生
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
方
な
の
だ
ろ
う
？
」
と
好
奇
心
で
一
杯
に
な
っ
て
い
た
私
が
初
め
て
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、
二
年
生
に
な
っ
て
の
西
洋
史
概
説
の
授
業
で
し
た
。
歯
切
れ
の
良
い
口
調
で
、
「
伝
統
的
世
界
史
像
」
や
「
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
責
問
題
」
な
ど
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
先
生
を
拝
見
し
、
噂
以
上
に
素
晴
ら
し
い
先
生
で
あ
る
と
実
感
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
倉
持
先
生
と
西
洋
史
双
方
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
た
私
は
、
「
三
年
か
ら
の
ゼ
ミ
は
絶
対
に
西
洋
史
。
そ
れ
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
気
持
ち
は
、
ゼ
ミ
紹
介
で
倉
持
ゼ
ミ
が
い
か
に
大
変
か
、
と
い
う
説
明
を
聞
い
て
も
変
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
｜｜｜年のゼミでは「ポルシェヴイズムの起源・・・…若きレーニンの
知
的
変
化
」
と
い
う
英
語
の
論
文
を
読
ん
で
い
き
ま
し
た
が
、
英
語
力
も
知
識
も
ま
だ
ま
だ
の
私
な
ど
を
相
手
に
、
先
生
は
ど
れ
ほ
ど
御
苦
労
な
さ
っ
た
こ
と
か
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
四
年
生
に
な
る
と
、
先
生
は
一
年
間
御
研
究
に
専
念
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し
い
時
間
を
割
い
て
卒
論
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
情
で
、
私
に
は
教
室
で
の
先
生
よ
り
も
、
ゼ
ミ
合
宿
や
コ
ン
パ
の
席
で
の
先
生
の
印
象
の
方
が
強
く
残
っ
て
います。 親愛
な
る
倉
持
先
生
九 藤
田
智
美
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こ
の
よ
う
に
先
生
は
、
卒
業
生
に
ま
で
気
を
配
っ
て
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
逆
に
私
た
ち
が
お
誘
い
し
て
も
可
能
な
限
り
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
法
政
に
入
学
し
て
先
生
の
御
指
導
を
仰
げ
た
こ
と
も
、
今
だ
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
け
る
こ
と
も
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す。実
は
、
私
は
就
職
す
る
際
に
も
先
生
に
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
方
出
身
の
私
は
東
京
に
知
り
合
い
は
お
ら
ず
、
そ
の
為
ず
う
ず
う
し
く
も
先
生
に
身
元
保
証
人
を
お
願
い
し
た
の
で
す
。
当
時
は
伊
藤
素
子
事
件
が
あ
っ
た
後
で
、
先
生
は
「
あ
な
た
ね
え
、
人
の
保
証
人
に
な
ど
そ
う
簡
単
に
な
る
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
よ
」
と
お
つ
し
や
り
な
が
ら
も
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
内
心
で
は
、
本
当
に
大
丈
夫
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
な
さ
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
普
段
は
真
面
目
で
研
究
熱
心
な
先
生
な
の
で
す
が
、
コ
ン
パ
の
席
で
は
大
変
気
さ
く
に
お
酌
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
研
究
の
話
や
思
い
出
話
な
ど
、
様
々
な
話
題
で
学
生
一
人
一
人
に
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
時
折
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
先
生
の
歌
は
、
「
ど
ち
ら
で
習
わ
れ
た
の
で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
コ
ン
パ
の
終
わ
り
の
エ
ー
ル
と
校
歌
は
、
今
だ
に
私
の
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
パ
に
は
、
先
生
の
お
人
柄
を
慕
っ
て
卒
業
生
も
時
々
顔
を
出
し
、
学
生
時
代
の
話
、
知
ら
れ
ざ
る
先
生
の
思
い
出
な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
か
く
い
う
私
も
、
卒
業
後
何
回
か
コ
ン
パ
や
ゼ
ミ
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生
時
代
に
戻
っ
て
楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
した。 法
政
史
学
第
五
十
号
研
究
室
に
訪
ね
て
行
く
と
、
い
つ
で
も
笑
顔
で
迎
え
て
下
さ
る
。
そ
れ
が
あ
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
先
生
が
大
学
を
お
辞
め
に
な
る
こ
と
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
も
う
一
度
先
生
の
講
義
を
受
け
た
い
と
思
い
、
’
九
九
七
年
十
一
一
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
先
生
の
記
念
講
演
と
、
翌
九
八
年
一
月
十
三
日
の
学
生
へ
の
最
後
の
講
義
を
拝
聴
し
た
。
張
り
の
あ
る
声
で
話
さ
れ
る
先
生
の
講
義
は
緊
張
感
の
中
に
時
折
笑
い
も
あ
り
、
私
の
学
生
時
代
同
様
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
る
講
義
だ
っ
た
。
私
が
先
生
を
身
近
に
感
じ
る
様
に
な
っ
た
の
は
大
学
入
学
早
々
だ
っ
た
。
講
義
を
受
け
る
以
前
か
ら
先
生
は
豪
放
な
教
授
と
し
て
学
生
の
間
で
噂
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
い
つ
し
か
早
く
先
生
の
講
義
を
受
け
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
二
年
時
の
西
洋
史
概
説
と
い
う
講
義
で
初
め
て
先
生
に
お
会
い
で
き
た
。
無
事
就
職
で
き
、
何
事
も
な
く
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
事
も
、
全
て
先
生
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
退
官
後
は
、
大
学
に
お
け
る
重
責
や
学
生
か
ら
解
放
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
研
究
に
没
頭
な
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
の
御
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
い
つ
ま
で
も
、
私
た
ち
ゼ
ミ
生
の
愛
し
た
気
さ
く
で
素
敵
な
先
生
で
い
ら
し
て
く
だ
さ
る
様
願
っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
も
人
生
の
師
と
し
て
御
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す。
倉
持
先
生
の
こ
と
二
四
○
泉
谷
大
介
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講
義
は
毎
回
興
味
深
く
、
多
数
の
学
生
を
釘
付
け
に
し
た
。
私
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
、
高
校
世
界
史
の
教
科
書
内
容
を
例
に
し
て
、
そ
れ
と
は
別
の
視
点
か
ら
話
を
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
史
料
の
扱
い
方
が
一
つ
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
訳
だ
が
、
そ
れ
は
今
に
し
て
思
え
ば
で
あ
っ
て
、
当
時
は
「
へ
え
１
」
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
程
度
の
学
生
が
不
遜
に
も
倉
持
ゼ
ミ
の
門
戸
を
た
た
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
先
生
は
、
私
の
三
年
時
に
国
内
研
究
員
、
四
年
時
に
文
学
部
長
就
任
と
多
忙
を
極
め
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
生
は
私
達
の
面
倒
を
よ
く
見
て
下
さ
っ
た
。
な
か
で
も
卒
論
指
導
や
ゼ
ミ
合
宿
は
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
三
年
時
の
六
月
に
は
小
石
川
後
楽
園
酒
徳
亭
で
、
史
料
・
文
献
の
収
集
法
と
頁
合
宿
ま
で
の
各
自
の
課
題
を
指
導
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
は
、
史
学
雑
誌
を
コ
ピ
ー
し
た
だ
け
で
十
二
分
に
学
問
し
た
気
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
甘
さ
は
ゼ
ミ
合
宿
で
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
先
生
の
一
つ
一
つ
の
御
指
摘
に
、
準
備
不
足
を
曝
け
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
救
い
は
倉
持
ゼ
ミ
に
付
き
物
の
お
酒
で
あ
る
。
コ
ン
パ
が
始
ま
る
や
深
い
反
省
は
ど
こ
か
に
消
え
て
、
合
宿
の
夜
は
華
や
か
な
宴
へ
と
変
貌
そ
れ
以
来
、
先
生
の
研
究
室
で
の
夜
の
会
合
が
が
増
え
た
気
が
す
る
。
学
生
を
可
愛
が
る
愛
飲
家
の
先
生
を
慕
っ
て
卒
業
生
や
学
生
が
研
究
室
を
賑
わ
し
た
。
特
に
女
子
学
生
に
は
大
人
気
で
、
い
つ
も
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
会
合
の
締
は
恒
例
と
な
っ
た
校
門
で
の
校
歌
大
合
唱
と
先
生
自
ら
の
エ
ー
ル
。
先
生
の
声
が
夜
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
こ
だ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
生
生
活
の
中
で
私
も
先
生
の
お
世
話
に
な
っ
た
者
の
一
人
した。倉
持
俊
一
先
生
を
送
る
だ
が
、
卒
業
後
ま
で
私
的
な
こ
と
で
御
面
倒
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
婚
の
御
媒
酌
人
を
倉
持
先
生
御
夫
妻
に
お
願
い
し
た
の
で
あ
る
。
妻
は
倉
持
ゼ
ミ
出
身
者
で
あ
る
。
学
問
・
お
酒
は
も
と
よ
り
、
人
生
設
計
ま
で
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
者
は
そ
う
は
い
な
い
と
思
う
。
し
か
も
夫
婦
揃
っ
て
先
生
の
御
殿
場
の
別
荘
へ
押
し
か
け
た
こ
と
も
あ
る
。
奥
様
の
御
料
理
が
美
味
し
く
て
遠
慮
な
く
頂
い
た
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
い
出
す
。
実
は
そ
の
よ
う
な
感
傷
に
浸
り
な
が
ら
記
念
講
演
会
場
に
向
か
っ
た
の
だ
が
、
先
生
の
講
演
は
改
め
て
教
わ
る
こ
と
の
多
い
も
の
だ
っ
た
。
研
究
者
の
実
名
を
出
し
、
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
も
疑
問
点
を
指
摘
し
、
御
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
述
べ
る
。
単
な
る
思
い
つ
き
や
思
い
込
み
を
排
し
、
事
実
を
積
み
上
げ
て
論
証
し
て
い
く
研
究
者
の
在
り
方
を
実
践
し
て
お
ら
れ
た
。
現
役
学
生
全
員
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
講
演
だ
っ
た
。
そ
の
先
生
が
も
う
講
義
を
な
さ
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
寂
し
い
。
西
洋
史
ゼ
ミ
の
一
時
代
が
終
わ
っ
た
感
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
先
生
は
や
っ
と
自
由
な
立
場
で
研
究
に
没
頭
で
き
る
の
で
し
ょ
う
が
、
私
達
は
ま
だ
ま
だ
教
わ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
お
酒
の
飲
み
方
を
含
め
て
、
今
後
と
も
末
長
く
御
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
光
栄
で
す
。
四
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